
深
溝
松
平
家
墓
所
が
幸
田
町
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

名   

称　

史
跡　

深
溝
松
平
家
墓
所

所
在
地　

幸
田
町
大
字
深
溝
字
内
山
３
、
27

指
定
日　

平
成
22
年
１
月
６
日

指
定
理
由

・	

深
溝
松
平
家
発
祥
の
地
で
あ
る
深
溝
に
、
歴
代
当

主
の
墓
所
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
築
か
れ
て
い

る
。

・	

菩
提
寺
本
光
寺
と
深
溝
村
の
人
々
が
現
在
ま
で
墓

所
を
守
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
は
深
溝
の
歴
史
そ

の
も
の
で
あ
る
。

・	

徳
川
将
軍
家
と
近
い
関
係
に
あ
る
深
溝
松
平
家
の

墓
制
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
の
墓
制
を
研
究
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
。

　

深
溝
松
平
家
墓
所
は
、
深
溝
学
区
に
あ
る
瑞
雲
山

本
光
寺
の
境
内
に
築
か
れ
た
肥ひ

ぜ
ん前
島
原
（
今
の
長
崎

県
島
原
市
）
藩
主
松
平
家
の
お
墓
の
こ
と
で
す
。
墓

域
は
境
内
の
東
側
と
西
側
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
東

ひ
が
し
ご
び
ょ
う
し
ょ

御
廟
所
、
西に

し
ご
び
ょ
う
し
ょ

御
廟
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
春
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
７
代
忠た

だ
お雄

墓
所
は
、
東
御
廟
所
に
築
か
れ
た
歴
代
当
主
の
墓
所

の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
西に

し
ご
び
ょ
う
し
ょ

御
廟
所

①
初
代
忠た

だ
さ
だ定
、
２
代
好よ

し
か
げ景
、
３
代
伊こ

れ
た
だ忠
、
４
代

家い
え
た
だ忠
ま
で
の
墓
石
（
写
真
１
）

４
代
家
忠
の
時
代
ま
で
本
光
寺
は
深
溝
字
向
野

周
辺
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
４
代
ま
で

の
お
墓
も
そ
ち
ら
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
光
寺
が
現
在
の
場
所
に
移
っ
た

と
き
に
墓
石
を
移
動
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
深

溝
字
向
野
に
は
初
代
忠
定
と
２
代
好
景
の
お
墓

が
残
っ
て
い
ま
す
。

▲西御廟所

▲本光寺境内図（パンフレットから）

▲東御廟所
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深溝松平家墓所が町の指定文化財に深溝松平家墓所が町の指定文化財に深溝松平家墓所が町の指定文化財に

②
５
代
忠た

だ
と
し利

を
ま
つ
っ
た
肖
影
堂
（
写

真
２
・
３
）

こ
の
お
堂
は
忠
利
を
埋
葬
し
た
墓
所

に
な
り
ま
す
。
お
堂
の
中
央
に
は
木

造
の
松
平
忠
利
坐
像
が
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
屋
根
は
瓦
ぶ
き
で

す
が
、
こ
れ
は
明
治
時
代
の
修
理
に

合
わ
せ
て
ふ
か
れ
た
も
の
で
、
江
戸

時
代
ま
で
は
檜
皮
ぶ
き
の
屋
根
で

あ
っ
た
こ
と
が
文
献
資
料
か
ら
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
11
代
忠た

だ
ひ
ろ恕
の
墓
所
（
写
真
４
）

忠
恕
が
島
原
藩
主
の
時
代
、
雲
仙
普

賢
岳
の
噴
火
に
よ
る
大
災
害
が
起
こ

り
、
藩
政
が
非
常
に
混
乱
し
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
恥
じ
た
忠
恕
は
歴

代
藩
主
と
同
じ
場
所
に
葬
る
の
で
は

な
く
、
西
御
廟
所
に
墓
所
を
築
く
よ

う
に
遺
言
を
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

④
一
族
・
家
臣
の
墓
石
と
供
養
塔
（
写

真
５
）

家
忠
の
正
室
、
家
忠
の
子
供
、
忠
利

の
子
供
、
忠た

だ
ふ
さ房
の
子
供
、
家
老
ク
ラ

ス
の
家
臣
の
墓
や
供
養
塔
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑤
６
代
忠
房
に
よ
る
祖そ

そ
う
き
こ
う
ひ

宗
紀
功
碑
（
写

真
６
）

亀
の
え
り
に
お
さ
い
銭
が
入
る
と
願

い
が
叶
う
「
願
掛
け
亀
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
６
代
忠
房
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
亀
の

甲
羅
の
上
に
築
か
れ
た
方
形
の
石
塔

に
は
清
和
天
皇
よ
り
始
ま
る
松
平
家

の
系
譜
に
続
き
、
深
溝
松
平
家
の
初

代
か
ら
５
代
ま
で
の
武
勲
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

▲写真２（５代忠利をまつった肖影堂）▲写真３（木造の５代忠利坐像）

▲写真４（11代忠恕の墓所）

▲写真６（祖宗紀功碑） ▲写真５（一族・家臣の墓石と供養塔）

▲写真１（左から忠定、好景、伊忠、家忠）
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（
２
）
東

ひ
が
し
ご
び
ょ
う
し
ょ

御
廟
所

　

格
子
戸
を
く
ぐ
り
階
段
を
上
る
と
土

塀
・
石
垣
に
囲
ま
れ
た
東
御
廟
所
が
姿
を

現
し
ま
す
。
廟
所
に
は
６
代
忠
房
夫
妻
、

７
代
～
10
代
、
12
代
～
19
代
ま
で
の
計
14

基
の
墓
所
が
築
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真

７
）。

　

墓
所
は
神
社
の
神
殿
を
模
倣
し
て
造
ら

れ
て
お
り
、
内
部
に
木
製
の
位
牌
が
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
細
部
で
異
な
る
個
所
は

み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
す
べ
て
同

じ
大
き
さ
・
同
じ
形
状
で
統
一
さ
れ
て
い

ま
す
。
神
殿
形
状
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
６
代
忠
房
が
神
道
へ
の
信
仰
が
非

常
に
厚
か
っ
た
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。（
写
真
８
・
９
・
10
）。

　

こ
の
廟
所
は
６
代
～
12
代
の
墓
所
を
築

い
た
の
ち
、
墓
域
を
山
側
に
広
げ
て
、
１

段
高
い
位
置
に
13
代
以
降
の
墓
所
を
築
い

て
い
ま
す
。

　

墓
石
に
は
三
河
で
産
出
す
る
花
こ
う
岩

な
ど
を
用
い
て
お
り
、
地
面
に
敷
き
詰
め

ら
れ
た
小
判
石
は
旧
領
地
で
あ
る
岡
崎
の

小
美
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

墓
所
の
造
営
に
は
岡
崎
の
石
屋
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
お
寺
に
残
る
記
録
や

忠
雄
墓
所
に
納
め
て
あ
っ
た
棟む

な
ふ
だ札
（
写
真

11
、
※
１
）
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
石
都
岡
崎
の
優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て

300
年
以
上
も
の
間
、
廟
所
が
守
ら
れ
て
き

た
の
で
す
。

※
１

棟
札
＝
棟
上
げ
の
と
き
、
工
事
の
由
緒
・

年
月
日
・
建
築
者
・
工
匠
な
ど
を
記
し
て
、

棟
木
に
打
ち
つ
け
る
札
。

▲写真７（東御廟所）

▲写真８（６代忠房の墓所）

▲写真９（12代忠
ただより

馮の墓所）▲写真10（19代忠
ただあき

諒の墓所）

▲写真11（７代忠雄の墓所の棟札）
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深溝松平家墓所が町の指定文化財に深溝松平家墓所が町の指定文化財に深溝松平家墓所が町の指定文化財に
（
３
）
本
光
寺
文
化
財
調
査
指
導
委
員
会

　

本
光
寺
文
化
財
調
査
指
導
委
員
会
の
第

１
回
目
の
会
議
が
平
成
21
年
12
月
17
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
深
溝
松
平
家
墓
所
の
国
指
定
史
跡
を

目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
価
値

を
調
査
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
に

な
り
ま
す
。
国
指
定
史
跡
を
い
た
だ
く
た

め
に
は
墓
所
と
墓
所
を
守
っ
て
き
た
本
光

寺
の
歴
史
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
文
化
財
各
分
野
の

専
門
家
の
皆
さ
ん
や
所
有
者
、
地
元
関
係

者
に
委
員
と
し
て
参
画
を
い
た
だ
き
、
調

査
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
き
ま
す
。
指
導

委
員
会
な
ら
び
に
専
門
委
員
会
は
調
査
の

進
行
に
応
じ
て
年
に
数
回
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

第
１
回
目
の
会
議
に
お
い
て
今
後
の
事

業
計
画
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
松
平
忠
雄

墓
所
発
掘
調
査
報
告
書
は
平
成
23
年
度
に

概
要
報
告
書
を
刊
行
し
、
平
成
26
年
度
に

正
式
な
報
告
書
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
本
光
寺
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て

は
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
に
か
け
て
行

い
、
平
成
24
年
度
に
資
料
調
査
報
告
書
を

刊
行
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	 本光寺文化財調査指導委員名簿	 （敬称略）　

区　分 氏　名 職　名　等 専　門
顧　　問 松　平　忠　貞 深溝松平家 20代当主

〃 鶴　田　悦　章 瑞雲山本光寺住職

委 員 長 坂　詰　秀　一 立正大学名誉教授 考古学

副委員長 新　行　紀　一 愛知教育大学名誉教授 文献史学

専門委員 山　崎　隆　之 愛知県立芸術大学名誉教授 彫刻史

〃 小　池　富　雄 徳川美術館企画情報部長 工芸史

〃 神　谷　　　浩 名古屋市美術館副館長 近世絵画史

〃 高　妻　洋　成 奈良文化財研究所　保存修復科学室長 保存科学

〃 赤　羽　一　郎 愛知学院大学非常勤講師 考古学、工芸

〃 愛　甲　昇　寛 愛知県史編纂特別調査員 石造物

〃 藤　井　恵　介 東京大学大学院准教授 建築史

委　　員 志　賀　　　忍 幸田町文化財保護委員会委員長

〃 齋　藤　國　一 里区長

〃 鶴　田　悟　裕 瑞雲山本光寺副住職

〃 山　崎　昭　男 本光寺護持会会長

助 言 者 文化庁記念物課文化財調査官

〃 愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室

事 務 局 幸田町教育委員会生涯学習課

第１回会議の様子

問合せ　幸田町教育委員会　生涯学習課生涯学習Ｇ（内線433）
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